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師団長統率方針師団長統率方針
任務の完遂任務の完遂
師団長要望事項師団長要望事項
1 即応性の向上1 即応性の向上
2 相互信頼2 相互信頼
3 地域との連携3 地域との連携

　
第
七
師
団
は
、
令
和
六
年
五
月
二
十
六
日
（
日
）
に
第
七

師
団
創
隊
六
十
九
周
年
・
東
千
歳
駐
屯
地
創
立
七
十
周
年
記

念
行
事
を
執
り
行
う
と
と
も
に
、
一
般
開
放
を
行
っ
た
。

　
前
日
の
二
十
五
日
（
土
）
は
、
駐
屯
地
慰
霊
碑
に
お
い
て

追
悼
式
が
執
り
行
わ
れ
、
殉
職
隊
員
に
対
し
て
追
悼
の
意
を

表
す
と
と
も
に
、
第
七
師
団
及
び
東
千
歳
駐
屯
地
に
所
在
す

る
全
隊
員
の
安
全
に
対
す
る
誓
い
を
新
た
に
し
た
。

　
当
日
の
二
十
六
日（
日
）は
、道
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
々

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
第
七
師
団
長
及
び
駐
屯
地
司
令
に
よ

る
感
謝
状
贈
呈
式
、
記
念
式
典
、
観
閲
行
進
、
訓
練
展
示
及

び
記
念
会
食
等
を
行
っ
た
。

　
東
千
歳
駐
屯
地
第
二
滑
走
路
に
お
い
て
実
施
し
た
国
内
最

大
級
の
観
閲
行
進
で
は
、
参
加
各
部
隊
が
一
糸
乱
れ
ぬ
行
進

を
披
露
し
た
。

　
ま
た
、
訓
練
展
示
で
は
、
様
々
な
機
能
を
有
す
る
職
種
部

隊
を
増
強
し
た
戦
車
連
隊
が
、
陣
地
防
御
す
る
敵
を
総
合
戦
闘
力
を
発
揮
し
た
攻
撃
に
よ
り
撃
破
す
る
場
面
に
つ
い
て
展

示
し
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
々
を
魅
了
す
る
と
と
も
に
、
報
道
各
社
を
通
じ
て
第
七
師
団
及
び
東
千
歳
駐
屯
地
所
在
部

隊
の
威
容
を
国
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
一
般
開
放
に
伴
い
開
催
し
た
戦
車
体
験
搭
乗
や
装
備
品
展
示
等
で
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
第
七
師
団
の
装
備
品
の
優

れ
た
性
能
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
会
場
に
は
感
嘆
の
声
が
あ
ふ
れ
た
。

　
第
七
師
団
及
び
東
千
歳
駐
屯
地
は
、
国
民
そ
し
て
地
域
の
皆
様
か
ら
更
な
る
信
頼
を
得
る
た
め
、
引
き
続
き
日
々
の
任

務
に
邁
進
し
て
い
く
。

第一線での負傷者後送（訓練展示）

観閲部隊指揮官（副師団長）と
師団司令部幕僚（記念式典）

観閲官式辞（記念式典）

師団長による慰霊碑への献花（追悼式）

観閲官による巡閲（記念式典）

史料館の一般開放

連隊長車を先頭に行進する
10式戦車（観閲行進）

携帯対空ミサイルによる
対空戦闘（訓練展示）

師団長挨拶（記念会食）

野外入浴セットによる足湯体験
（ふれあい広場）

99式自走155㎜榴弾砲による
攻撃準備射撃（訓練展示）

状況終了のラッパ吹奏（訓練展示）

戦車体験搭乗（ふれあい広場）

報告を受ける観閲官（観閲行進）

戦車部隊の主力突入（訓練展示）

一般来場者によって賑わう駐屯地

第  ７  師  団  創  隊 69第  ７  師  団  創  隊 69周年周年
東千歳駐屯地創立 70東千歳駐屯地創立 70周年周年

記念行事記念行事
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詳しくはお問い合わせください

自衛隊・関連団体にお勤めの方!
限定特典ございます!!

Ｐ　 有り

診療時間　月曜日～金曜日　あさ9：00～よる7：00（昼休 1：00～2：00）
　　　　　　　　　土曜日　あさ9：00～ひる1：00
休 診  日　日曜日・祝日

ファミリー歯科クリニック
●歯科一般 ●小児歯科 ●矯正歯科

千歳市千代田町６丁目 （JR千歳駅前）

☎２６－２２９３
院　長　小　畑　　　彰

青 葉 公 園 歯 科
●歯科一般 ●小児歯科

千歳市本町２丁目28-2 （ホテルグランテラス千歳前）

☎２３－１１８２
院　長　加　藤　　　滋

代表取締役　南　里　和　宏

東京海上日動火災保険㈱代理店　東京海上日動あんしん生命保険㈱代理店
千歳市千代田町６丁目７－３  リレントビル1F

久保  義照（３施団）・木下  誠一（３施団）・浦松  幸一（７高連）
松本  敏男（１特団）・山口  浩次（１特団）・小山  輝幸（北情保）
川端  洋一（２空団）・栗城  高広（11普連）・中村  義幸（１特団）

損害保険・生命保険のご用命は当社まで！

㈱東京海上日動パートナーズ北海道
札幌支店  千歳支社

当社で活躍されている、ΟBメンバーです。お気軽にご相談下さい。

で賢くおトクに！

全道で24万件を超えるお客さまにご利用いただいております。
自宅の電気代削減に、また引越先の電気に、是非ご検討ください！

省エネを
応援！

使用量に
関わらず
おトク！

道内産の
電源を活用！

＜お申込・お問い合わせ先＞
北海道ガス株式会社 千歳支店
千歳市清水町１丁目１－１

TEL 0123‒26‒8623（平日9～17時）

Webならいつでもかんたん申込！
詳しくは

https://denki.hokkaido-gas.co.jp
または右側のQRコードにて

陸上自衛隊 隊員の皆さまへ

おうちの電気を

野焼き 総合戦闘射場の路盤強化 沈砂池の整備 支障木の伐採

演習場境界の整備

浸透桝の整備

【
第
七
特
科
連
隊
】

 

　
二
曹
　
関
根
　
　
円
　
　
六
月
九
日
付

【
第
七
後
方
支
援
連
隊
】

 

　
二
曹
　
岡
田
　
武
幸
　
　
五
月
二
十
九
日
付

【
第
七
特
科
連
隊
】

 

　
二
曹
　
志
鳥
　
　
郁
　
　
八
月
十
四
日
付

【
第
七
音
楽
隊
】

 

　
准
尉
　
竹
原
　
聖
二
　
　
九
月
十
九
日
付

四
月
〜
六
月  

　
定 

年 

退 

官 

者

七
月
〜
九
月 

　
定
年
退
官
予
定
者

　
第
七
師
団
の
第
十
一
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長
　
太
田

一
佐
）
が
令
和
六
年
四
月
六
日
（
土
）、
第
七
特
科
連

隊
（
連
隊
長
　
万
波
一
佐
）
が
七
日
（
日
）
に
、
東
千

歳
駐
屯
地
に
お
い
て
多
く
の
ご
来
賓
及
び
ご
家
族
出
席

の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
令
和
六
年
度
自
衛
官
候
補
生
課
程

入
隊
式
を
執
り
行
っ
た
。

　
第
十
一
普
通
科
連
隊
の
入
隊
式
に
お
い
て
太
田
連
隊

長
は
、
自
衛
官
候
補
生
に
対
し
、「
進
ん
で
難
局
に
あ

た
れ
」「
同
期
の
絆
を
大
切
に
せ
よ
」
の
二
点
を
要
望

す
る
と
と
も
に「
諸
君
全
員
が
教
育
を
無
事
に
修
了
し
、

立
派
な
自
衛
官
と
し
て
我
々
と
肩
を
並
べ
て
国
防
の
任

に
つ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
第
七
特
科
連
隊
の
入
隊
式
に
お
い
て
万
波
連
隊
長

は
、自
衛
官
候
補
生
に
対
し
、「
常
に
同
期
と
共
に
あ
れ
」

「
区
隊
長
た
ち
に
し
っ
か
り
つ
い
て
い
け
」
の
二
点
を

要
望
す
る
と
と
も
に「
同
期
と
共
に
困
難
を
乗
り
越
え
、

喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
思
い
っ
き
り
楽
し
め
。
そ
し
て

と
き
に
は
歯
を
食
い
し
ば
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
諦
め
る
な
」
と
激
励
し
た
。

　
ま
た
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
ご
来
賓
を
代
表
し
、
千

歳
地
方
防
衛
協
会
会
長
（
千
歳
市
長
）、
東
千
歳
駐
屯

地
司
令
か
ら
自
衛
官
候
補
生
に
対
し
、
お
祝
い
と
激
励

の
温
か
い
言
葉
が
送
ら
れ
た
。

　
入
隊
式
終
了
後
に
は
ご
来
賓
及
び
ご
家
族
を
交
え
た

会
食
が
催
さ
れ
、
自
衛
官
候
補
生
達
は
、
久
々
に
家
族

と
の
時
間
を
過
ご
し
た
。
無
事
、
入
隊
式
を
終
え
た
自

衛
官
候
補
生
達
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
教
育
へ
の
期
待

を
胸
に
、自
衛
官
と
な
る
た
め
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
。

　
第
七
師
団
は
、令
和
六
年
五
月
九
日（
木
）か
ら
十
七
日（
金
）
ま
で
の
間
、
北

海
道
大
演
習
場
（
島
松
、恵
庭
、千
歳
及
び
東
千
歳
地
区
）、柏
台
演
習
場
及
び
静

内
対
空
射
撃
場
に
お
い
て
、
令
和
六
年
度
演
習
場
春
季
定
期
整
備
を
実
施
し
た
。

　
本
演
習
場
整
備
に
お
い
て
は
、
担
任
地
域
の
整
備
に
加
え
、
北
海
道
大
演
習

場
島
松
地
区
の
弾
着
区
域
整
備
を
担
任
し
た
。

　
こ
の
間
、「
工
程
管
理
」、「
隊
力
管
理
」、「
品
質
管
理
」、「
安
全
管
理
」
を
徹

底
・
実
践
し
、
一
件
の
事
故
も
な
く
、
安
全
に
任
務
を
完
遂
し
た
。

　
第
七
師
団
は
、
引
き
続
き
、
自
ら
整
備
し
た
「
道
場
」
に
お
い
て
、
陸
自
唯

一
の
機
甲
師
団
と
し
て
の
実
力
を
錬
磨
し
、
即
応
性
の
向
上
を
図
る
。

自
衛
官
候
補
生
入
隊
式

自
衛
官
候
補
生
入
隊
式

永年の勤務
大変お疲れ様でした

第
七
特
科
連
隊
の
自
衛
官

候
補
生
に
よ
る
服
務
の
宣
誓

第
十
一
普
通
科
連
隊
の
自
衛
官

候
補
生
に
よ
る
服
務
の
宣
誓

自
衛
官
へ
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
自
衛
官
候
補
生

演
習
場
春
季
定
期
整
備
　

演
習
場
春
季
定
期
整
備
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防衛省共済組合 陸上自衛隊北部方面隊
の隊員のみなさまへおすすめです!

提携社員ローン
特別金利

千歳市千代田町３丁目１１番地
（千歳中央支店内）
TEL  (0123)23-3111

防衛省　職員家族

防衛省
防衛省　　
〈お見積･資料請求 http://webby.aflac.co.jp/bouei/〉

TEL：（03）3226‒5812

☆その他各種の損害保険
【取扱代理店】

〈総合賠償型・親介護補償型（特約）オプション〉
〈団体長期障害所得補償保険「長期所得安心くん」略称：GLTD〉

共済組合
団体取扱

退職後

防衛省　　共済組合
団体取扱

弘済企業株式会社
詳しくは、第７師団各駐屯地の
　　　弘済企業保険常駐員にご相談下さい。

火 災 保 険

が ん 保 険
団体傷害保険

団体傷害保険

守谷敏弘 小松正尚 小久保和人山元浩彦 宮田　隼 中村亮介

プロ集団の総合力。
わたしたちがご案内します。

本社／〒066-0028�千歳市花園2丁目1番5号（サーモンパーク千歳横）
 http://www.jinde.co.jp

2015年・2018年
第三者検査機関㈱ホームリサーチ社

主催

千
歳
基
地
Ｏ
Ｂ

東
千
歳
駐
Ｏ
Ｂ

東
千
歳
駐
Ｏ
Ｂ

千
歳
基
地
出
身

千
歳
基
地
出
身

千
歳
基
地
出
身

弾薬積載病院離着陸訓練

乗員交代ドアガン射撃訓練

戦車砲射撃屋上ホイスト訓練

部 隊 だ よ り部 隊 だ よ り
　
第
七
十
一
戦
車
連
隊
は
、
令
和
六
年
四
月
上

旬
、
北
海
道
大
演
習
場
（
島
松
地
区
第
一
戦
車

射
場
）
に
お
い
て
、
戦
車
射
撃
訓
練
及
び
戦
車

射
撃
検
定
を
実
施
し
た
。

　
本
訓
練
は
、
連
隊
の
保
有
す
る
戦
車
が
全
て

一
〇
式
戦
車
に
換
装
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

戦
車
中
隊
の
早
期
戦
力
化
を
促
す
と
と
も
に
、

今
年
度
よ
り
砲
手
に
配
置
さ
れ
た
隊
員
及
び
転

入
に
よ
り
初
め
て
一
〇
式
戦
車
に
触
れ
る
砲
手

の
射
撃
練
度
を
評
価
し
、
じ
後
の
練
成
の
資
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　

　
連
隊
は
、
全
国
唯
一
の
一
〇
式
戦
車
の
み
を

有
す
る
戦
車
連
隊
と
し
て
、
自
信
と
誇
り
を
堅

持
し
、
向
上
心
を
持
っ
て
練
度
を
向
上
す
る
と

と
も
に
、
一
〇
式
戦
車
の
能
力
を
最
大
限
に
発

揮
し
た
戦
い
方
を
創
造
し
つ
つ
、
引
き
続
き
任

務
に
即
応
す
る
態
勢
を
維
持
す
る
。

　
第
七
偵
察
隊
は
、令
和
六
年
四
月
八
日
（
月
）

か
ら
十
一
日（
木
）ま
で
を
前
段
、十
六
日（
火
）

か
ら
十
八
日
（
木
）
ま
で
を
後
段
訓
練
と
し
て
、

北
海
道
大
演
習
場
東
千
歳
地
区
等
に
お
い
て
、

第
一
次
隊
集
中
訓
練
を
実
施
し
た
。

　
新
所
属
隊
員
の
早
期
戦
力
化
及
び
増
強
改
編

に
伴
う
機
能
強
化
の
た
め
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
訓
練

塔
に
お
け
る
特
殊
卸
下
及
び
リ
ぺ
リ
ン
グ
訓

練
、
市
街
地
訓
練
場
に
お
け
る
偵
察
訓
練
、
潜

水
渡
渉
・
浮
航
装
置
の
脱
着
訓
練
、
斥
候
訓
練
、

装
軌
車
操
縦
訓
練
、
段
列
訓
練
、
小
銃
対
抗
バ

ト
ラ
訓
練
等
の
多
様
な
訓
練
に
取
り
組
む
と
と

も
に
交
差
訓
練
を
実
施
し
た
。

　
第
七
偵
察
隊
は
、
今
後
も
マ
ル
チ
に
幅
広
い

任
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
練
成
し
て
い
く
。

　
第
七
飛
行
隊
は
、
令
和
六
年
五
月
二
十
二
日

（
水
）
に
札
幌
市
内
の
病
院
を
使
用
し
て
屋
上

ヘ
リ
ポ
ー
ト
離
着
陸
訓
練
を
実
施
し
、
部
外
機

関
と
の
連
携
の
強
化
及
び
患
者
後
送
能
力
を
向

上
さ
せ
た
。

　
ま
た
、
北
大
演
東
千
歳
地
区
（
市
街
地
訓
練

場
）に
お
い
て
屋
上
ホ
イ
ス
ト
訓
練
を
実
施
し
、

災
害
発
生
時
に
お
け
る
捜
索
救
助
能
力
の
向
上

を
図
っ
た
。

　
同
年
六
月
に
は
、
静
内
対
空
射
撃
場
に
お
い

て
第
十
一
普
通
科
連
隊
及
び
第
七
偵
察
隊
と
協

同
し
て
ド
ア
ガ
ン
射
撃
訓
練
を
実
施
し
、
射
手

及
び
操
縦
士
の
連
携
並
び
に
射
撃
練
度
を
向
上

さ
せ
、
ヘ
リ
ボ
ン
作
戦
間
に
お
け
る
自
衛
戦
闘

能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

　
第
七
飛
行
隊
は
、
機
甲
師
団
に
属
す
る
航
空

科
部
隊
と
し
て
引
き
続
き
更
な
る
向
上
を
目
指

し
て
練
成
し
て
い
く
。

　
令
和
六
年
五
月
八
日（
水
）か
ら
十
七
日（
金
）

ま
で
の
間
、演
習
場
春
季
定
期
整
備
に
お
い
て
、

担
任
地
域
の
整
備
の
他
、
管
理
小
隊
十
七
名
は

司
令
部
要
員
に
対
す
る
給
食
支
援
の
た
め
の
野

外
炊
事
を
実
施
し
、
延
べ
一
九
五
九
名
分
の
食

事
を
調
理
し
た
。

　
特
に
、
米
の
炊
き
上
が
り
具
合
や
、
具
材
の

裁
断
要
領
な
ど
は
、長
年
の
経
験
を
生
か
し
て
、

一
切
の
妥
協
を
す
る
こ
と
な
く
、
お
い
し
さ
に

こ
だ
わ
っ
て
調
理
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
多
く
の
司
令
部
勤
務
者
か
ら
非

常
に
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

〉〉〉〉〉〉〉〉

第
七
十
一
戦
車
連
隊

第
七
偵
察
隊

第
七
飛
行
隊

第
七
師
団
司
令
部
付
隊

レ
ン
ジ
ャ
ー
訓
練
塔
に
お
け
る
特
殊
卸
下

偵
察
前
の
認
識
統
一

力
強
く
ご
ぼ
う
の
皮
を
む
く
隊
員

米
の
炊
き
上
が
り
を
点
検

お
い
し
さ
に
こ
だ
わ
り

豚
の
生
姜
焼
き
作
る
管
理
小
隊

市
街
地
訓
練
場
に
お
け
る
偵
察
訓
練
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⃝
 

松
﨑
二
曹
に
聞
き
ま
し
た
。

・
日
頃
は
、
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　�

　
普
段
は
主
に
弾
薬
陸
曹
と
し
て
火
砲
弾
薬
の
運
搬
・
交
付
な

ど
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
七
師
団
自
動
車
教
習
所
で
教
習

指
導
員
と
し
て
も
勤
務
し
て
い
ま
す
。

・
教
習
指
導
員
と
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

　�

　
私
が
指
導
し
た
学
生
が
、
検
定
に
合
格
し
て
笑
顔
で
喜
ぶ
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
時
で
す
。

⃝
 

中
隊
の
隊
員
に
聞
き
ま
し
た
。

・
松
﨑
二
曹
は
ど
の
よ
う
な
隊
員
で
す
か
？

　�

　
操
縦
訓
練
の
際
は
私
の
個
癖
を
直
す
よ
う
丁
寧
に
指
導
し
て

く
れ
ま
し
た
。�

（
後
輩
隊
員
）

　��

　
火
砲
弾
薬
を
交
付
す
る
際
、
持
ち
前
の
操
縦
技
術
で
泥
濘
地

で
も
車
両
を
ス
タ
ッ
ク
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
安
全
に
火
砲
へ
弾

薬
を
運
ん
で
く
れ
る
信
頼
で
き
る
隊
員
で
す
。�

（
先
輩
隊
員
）

　
松
﨑
二
曹
は
、
第
七
師
団
自
動
車
教
習
所
教
習
指
導
員
と
し
て

特
技
保
有
者
を
数
多
く
輩
出
す
る
一
方
、
中
隊
弾
薬
補
給
陸
曹
と

し
て
火
砲
へ
の
弾
薬
補
給
任
務
に
従
事
し
、
火
力
戦
闘
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
の
抱
負
は
、
教
習
指
導
員
と
し
て
「
安
全
で
安
心
な
運
転

を
行
う
隊
員
を
育
て
る
、
隊
員
の
運
転
能
力
の
向
上
に
努
め
る
。」、

中
隊
の
隊
員
と
し
て
「
自
衛
官
と
し
て
の
戦
闘
能
力
を
維
持
し
て
、

中
隊
に
貢
献
し
て
い
く
。」
と
力
強
く
語
っ
た
松
﨑
二
曹
を
応
援
し

て
く
だ
さ
い
！

　
先
駆
で
は
毎
号
、
陸
上
自
衛
隊
唯
一
の
機
甲
師
団
で
あ
る
第
七

師
団
を
支
え
る
隊
員
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。                              

　
今
回
は
、
第
七
特
科
連
隊
で
弾
薬
陸
曹
と
し
て
勤
務
す
る
松
﨑

二
曹
を
紹
介
し
ま
す
。

第32代
第７飛行隊長

第38代
第７施設大隊長

第12代
第７化学防護隊長

第32代
第７師団司令部付隊長

着任の辞 巡 閲

観閲行進敬礼を受ける隊長

巡 閲 着任の辞

着任の辞着任の辞

２等陸佐 ２等陸佐

２等陸佐３等陸佐

松松
まつまつ

田田
だだ

　　達達
たつたつ

也也
やや

關關
せきせき

　　　　雅雅
まさまさ

文文
ふみふみ

大大
おおおお

口口
ぐちぐち

　　未未
みみ

央央
おお

棚棚
たなたな

瀬瀬
せせ

　　勝勝
かつかつ

重重
しげしげ

『物心両面にわたる『物心両面にわたる
� 即応態勢の保持』� 即応態勢の保持』

『相 補 極 大』『相 補 極 大』

『責務の完遂』『責務の完遂』

『思 い や り』『思 い や り』

『『任 務 必 成任 務 必 成』』

『『日 々  成 長日 々  成 長』』

『 『 自　　覚自　　覚 』 』
統率方針

統率方針

統率方針

要望事項

要望事項

要望事項

要望事項

隊
員
隊
員

　
私
達
家
族
は
、
昨
年
三
月
に
京
都
の
大
久
保
か
ら
北
海

道
に
転
属
し
て
き
て
ち
ょ
う
ど
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
転
属
が
決
ま
っ
て
単
身
で
行
く
か
迷
っ
て
い
た
時
、
妻

に
「
子
供
の
成
長
を
見
れ
ん
く
て
い
い
ん
？
」
と
言
わ
れ
、

家
族
み
ん
な
で
北
海
道
行
き
を
決
定
し
た
事
を
今
で
も
鮮

明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
に

来
て
か
ら
、

妻
も
子
供
た

ち
も
慣
れ
な

い
環
境
で
大

変
な
は
ず
な

の
に
、
毎
日

弁
当
を
作
っ
て
く
れ
て
、
仕

事
か
ら
帰
れ
ば
美
味
し
い
夕

食
が
準
備
さ
れ
て
お
り
、
家

に
入
っ
て
す
ぐ
に
ニ
ッ
コ
ニ
コ

の
笑
顔
で
「
お
か
え
り
」
と

駆
け
寄
っ
て
く
る
子
供
た
ち

が
い
て
、
初
め
て
の
雪
を
家

族
で
大
は
し
ゃ
ぎ
し
て
、
日
々

成
長
す
る
子
供
た
ち

を
見
て
、
こ
れ
が
単

身
で
来
て
い
た
ら
無

い
と
思
う
と
本
当
に

毎
日
毎
日
家
族
み
ん

な
で
来
て
良
か
っ
た

と
思
う
し
、
感
謝
し

て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。

　
あ
と
数
年
し
か
な

い
北
海
道
生
活
な
の

で
、
家
族
み
ん
な
で

美
味
し
い
物
を
た
く

さ
ん
食
べ
、
北
海
道

の
す
み
ず
み
ま
で
観

光
し
て
、
何
年
か
後

に
あ
の
時
、「
異
動
し

て
良
か
っ
た
。」「
い

や
、
も
う
帰
り
た
く

な
い
。」
と
家
族
み
ん

な
で
思
え
る
よ
う
な

時
間
を
こ
れ
か
ら
も

過
ご
し
て
い
き
た
い

で
す
。

““  

イ
チ
イ
チ
推推
しし  

””
第７特科連隊
第１特科大隊
第２射撃中隊
弾薬陸曹

松
まつ

﨑
ざき

　　渉
わたる

２等陸曹

雪景色に大喜びする子供たち 家族団らんの時間

第
七
施
設
大
隊
第
一
中
隊

　�

三
等
陸
曹
　
大
前
　
拓
人

「
大
切
な
時
」

家族家族ののささえささえ

「右しっかり確認して！」
教習中の松﨑２曹

趣　　味：晩　酌
得意な事：瞑　想

新
着
任
部
隊
長
紹
介
［
令
和
六
年
　

三
月
十
八
日
付

］


